
 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

「一向宗存亡の鍵を握るのは、ただ一人の若き僧侶 

  … 歴史に埋もれた硝石製造の謎が今解き明かされる！」 

 

戦国時代後期、戦の主力武器は刀槍や弓から火縄銃に変わった。

その火縄銃に使用される「火薬」の最重要の原料が「硝石」である

が、その全てを外国からの輸入に頼っていた。 

 戦の勝敗を左右する力を秘めた火薬と、それを生み出す硝石。 

天下統一を目指す織田信長に対抗する一向宗石山本願寺はその存

亡をかけ、硝石を自ら製造するためにある大胆な計画を企てる。 

本書『越中五箇山硝石秘話 〜一向宗存亡をかけた戦い〜』では、

戦国時代の表舞台では語られなかった、硝石を巡る極秘ミッション

に迫る。 

・なぜ一向宗は硝石を求めたのか？ 

・我が国における硝石製造の来歴と越中五箇山の地に隠された秘   

密とは？ 

  

この物語は、歴史の狭間に埋もれた「硝石」製造の秘密を織田信

長、一向宗石山本願寺、堺商人、朝鮮王朝、そして本願寺の密命を

背負った若き僧侶に絡めて描き出している。 
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